
(5)平成9年度で終了した計画研究

野生ニホンザルの現状把握に関する方法の開

発と保雄管理学の捕集

(災施年度 :平成7-9年度)

(推進者 :波速邦夫 ･東 滋 ･鈴木 晃)

本計画研究は､平成4-6年に行われた

rニホンザル地域個体群の動態と保讃管理｣の後

を受けて行われたもので､この間継続して開催さ

れている共同利用研究会 ｢ニホンザルの現況｣と

も軌を一にして進められてきた｡近年特に全国各

地から報告されるようになった野生ニホンザルの

人BBへの接近と､猿害を理由にした集団捕雄が続

く中で､日本固有種であるニホンザル保全の具体

流をうちだすことが社会的に求められている.こ

うした要請に応えるべく計画され 下記11件の研

究が行われた｡赤座 ･加藤.五百部他､泉山､船

越による研究課題はいずれも国内各地のニホンザ

ルの現状と､それぞれの地域の個体群をめぐる保

田管理上の問題点.およびその解決策を模索した

もので､大井他.前野は保祷管理のための調査法

の改葬を目指し,羽山はニホンザル地域個体群の

全国的把握のための現実的な方策を作り上げるた

めの作業を行っている｡これらの研究課題の内容

は､いずれも平成8-10年に行われた rニホンザ

ル ･フォーラム｣の中でも発表され､全国のニホ

ンザル個体群の現状把握､保班管理策の提案など

にとって､大きな力となった｡3年間にわたって

行われた ｢ニホンザル ･フォーラム｣の内容は

r野生生物保祷｣誌に順次発表されつつある｡

本計画研究に参加した研究者は､国内各地

で野生ニホンザルの保積間定副こ取り組んでいる多

数の研究者たちの中の一部であり,実際にはこう

した多数の研究者たちと協力しながら研究課題が

推進されている｡この課題参加者､特に若手の研

死者が新たな視点を導入しつつ研究を進めだして

おり､今後有意義な進展があるものと期待してい

る｡

(平成7年度)

･,W郡川に生息するニホンザル地域個体群の動態

(ダム紐設に伴う遊動城の変動)

(赤座久明､宵山irlTl･立大沢野町立大沢野

中学校)

･和歌山も臥 奈良irI,<の野生ニホンザル地域個体群

とそれをめぐる社会的要田

(五百部 裕.京大 .理､伊谷原-､

訳大アフリカ地域研)

･北アルプス岡部ニホンザル個体群の保巧管理に

ついての基礎的研究

(見山茂之､野生動物保班管理中務所)

･ニホンザルのセンサス法 rブロック分利定点調

査法｣の開発

(大井 徹､農水省森林総合研死所東北

支所.岡野美佐夫 ･白井 啓 ･千々岩

哲 ･布田亜紀､野生動物保坊管理部拐

所)

(平成8年度)

･ニホンザル地域個体群のモニタリング ･システ

ムの開発

(羽山伸一､日本猷畜大)

･和歌山県､奈良県の野生ニホンザル地域個体群

の生息実態調査

(五百部 裕､京大 ･大学院 ･理､伊谷

原-､京大アフリカ地域研､松本晶子､

京大 ･大学院 ･羊乳 小田 亮,東大 ･

大学院 ･理､田代杓子､京大 ･霊長研)

･黒部川流域に生息するニホンザル地域個体群の

動態 (ダム建設に作う遊動域の変動)

(加藤 榊､愛知県立旭野m;校､赤座久

明､富山県動物生態研究会)

･野生ニホンザル群の式中窒素泊皮による摂取巧

白波度の推定

(前野恭子､日本猷畜大)

(平成9年度)

･長野県南安曇郡ニホンザル地域個体群の生態把

握と保護管理

(船越美校､京大 ･霊長研)

･和歌山県､奈良児の野生ニホンザル地域個体群

の生息実態調査

(五百郡 裕 ･小田晶子､京大 ･大学

院 ･理､小田 苑､京大 ･理 ･動物､

日並正成､京大 ･大学院 ･理､田代抑

● 子､京大 ･霊長研)
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･崩部川流域に生息するニホンザル地域個体群の

動態 (ダム建設に伴う遊動域の変動)

(加藤 満,愛知県立旭野高校)

類人損の発達とその生物学的基礎

(突施年度 :平成7-9年度)

(推進者 :松沢哲郎 ･小嶋群三 ･友永雅己 ･

溝田 穣 ･松林清明 ･藤田和生1

(1平成7年度のみ)

盟長短の中でもとりわけヒトに近縁な類人

狼を主な対象として､発達とその生物学的な基礎

にかんする研究を企画した｡類人境だけでなく､

ヒトや規人放以外の霊長類も比較研究の対象とし

た｡盗紛 ･運動､学習行動､コミュニケーション,

社会的な場面での行動の研究と､発達の基盤とな

る形態学的 ･生理学的研究との関連を追及した｡

研死所では､平成5年の大部門改組によっ

て行動神経研究部門に思考言語分野が誕生し､類

人狼の研究を推進する核となる組紙ができた｡さ

らに平成6年度末3月に類人猿行動実験研究棟が完

成した｡地上5階 ･地下1階の約2500平方メート

ルの施政で､地階のすべてと1階の大部分が類人

独研充用のスペースになっており､併設した8つ

の店基と､屋外運動場3つがある｡1群10個体の

チンパンジーを新しい研究施設に移動させ､平成

7咋出初項より新研究施設での観察 ･実験研究が

始まった.

こうした所内における焼入猿研究の基盤整

鯛に迎臥して､広く所外に共同研究を呼びかけた｡

幸い､所外から興味深い共同研究の提案があった｡

純良盃研死の3年度にわたって､以下のような､の

ベ10件が採択 ･実施された｡認知 ･行動とその発

通に関する研究がのベ8件.その形態学的 ･生理

学的韮礎に関する研究が2件だった｡所内でも､

チンパンジーの人工授精の試みが平行しておこな

われ 9年度末に妊娠に到った (ただし平成10年

7月に綱川で死産だった)｡

日本モンキーセンターに出ていたマリが戻

ってきて､チンパンジーの総数は11個体になっ

た.所内外で共同して､認知と行動の研究が多様

な研究トピックスについて推進されている｡また､

平成 9年度からはニホンザルの人工保育を始め

て､類人綾との比較研究をおこなった｡

(平成7年度)

･大型類人猿およびマカクにおける等価性の成立

要因

(堀野美奈千 ･日本女子大)

･視覚 ･運動機能および発声の分析からみたヒト

乳児における到達行動の発達

(明和政子 ･京大､田中昌人･屯谷大)

･チンパンジーの粘土造形

(中川械江 ･日本女子大)

･チンパンジーは奇術をどう見るか

(渡辺茂 ･慶応大､瀬島順一郎 ･

大阪産大.古屋泉 ･座応大)

(平成8年度)

･類人猿幼年期ロコモーション発達

(木村 班 ･東大)

･チンパンジー乳児における到達行動の発達

(明和政子 ･京大)

･チンパンジーの粘土遊び

(中川綴江 ･日本女子大)

(平成9年度)

･霊長類における自然法則の認識とその発達

(藤田和生 ･京大)

･類人猿の二足行動における大殿筋の作用に関す

る生体機構学的研究

(松村秋芳 ･防衛医大)

･チンパンジーの物の操作に関する校地

(明和政子 ･京大)

霊長類における視知覚および視覚認知の特性

とその脳内機構の研究

(実施年度 :平成7-9年度)

(推進者 :三上章允 ･松沢哲郎1･中村克樹l･

横井芳雄1･藤田和生2･友永雅己2 ･

浮口俊之2･久保田娩 2)

(1平成8,9年度のみ､ 2平成7年度のみ)

霊長類は視覚動物と言われるように視覚系

の発達がよい｡霊長類は視覚優位の行動パターン

を示すだけでなく.大脳新皮質レベルでも視覚仰

報処理に関わる領域が広く､アカゲザルでは55-

57%に達する｡そこで､本計画研究課掛ま､霊長

類における形態視,色彩視､立体視､運動祝など

の視知覚､および視覚認知の機構を心理物理学的
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